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研究成果の概要（和文）：人間をはじめ社会的生物はなぜ互いに協力し合うのかという根源的テーマを取り扱う
協力の進化研究において、間接互恵性は多くの研究が行われてきたものの、ほとんどの理論研究は公的観察とい
う非現実的な制約があった。申請者は、これを緩めた時の解析困難性を解消する単独観察法という手法を開発
し、本研究においてこれまで解析されてきた社会規範に対して網羅的に適用することで、新たな知見の抽出に成
功した。

研究成果の概要（英文）：Although many studies have been conducted on indirect reciprocity in the 
evolution of cooperation research dealing with the fundamental theme of why humans and other social 
organisms cooperate with each other, most theoretical studies assume an unrealistic public 
observation scheme. Due to the difficulty of analysis when this is loosened, there were a few 
analysis on such a realistic assumption. The applicant had developed a method called a single 
observation method that eliminates the analytical difficulty. In this research project, the 
applicant has comprehensively applied it to the social norms analyzed so far in this discipline, and
 successfully extracted new findings.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
現実的な仮定での網羅的分析により、間接互恵性による協力がどのようなメカニズムで発生するのかに関する体
系的な理解を得ることができた。このことは、人間はなぜ協力するのかという原理的な問いに対する知見を提供
しているだけでなく、道徳規範研究という新たなテーマに対しても貢献する可能性がある。申請者はそのため、
アルゴリズム的偏見を回避するための人工知能原則の探求という、現代社会の喫緊の課題に対する理論的な接近
を試みている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
相互監視システムにおいて安定的な社会秩序が維持されるためのモラル・コードを明らかにす
ることは、現代社会において重要な学術的課題である。研究者はすでに、監視システムが人間の
行動規範や道徳規範に与える影響についてモデルと実証の両面から分析し、その中で単独観察
法という新たな分析手法を開発することに成功した。この方法は、これまでの理論研究が前提と
してきた完全観察という非現実的な制約を外した分析が可能となるため、現実の相互監視シス
テムを射程に収めることが可能となる。単独観察法を、これまで検討されてきたモラル・コード
に網羅的に適用することが求められていた。 
 
２．研究の目的 
インターネットの大衆化に伴い多人数が多人数を相互に監視する相互監視社会と呼ばれる現象
が出現している。そこでは、些細な逸脱行動が過敏な反応の連鎖（炎上）を引き起こし、その結
果、人権の著しい侵害がなされるなど大きな社会問題を誘発している。相互監視社会に生きる
人々にとってどのようなモラル・コード（道徳評価基準：他者の行為をどのように評価すべきか
に関する基準）が望ましいのかについては、様々な観点から検討されるべき、現代社会における
重要で喫緊の課題であろう。 
このような状況を踏まえ本研究では、理論的なアプローチによって、相互監視システムにおい

て安定的な社会秩序が維持されるためのモラル・コードを明らかにする。具体的には、これまで
適応的なモラル・コード分析の蓄積が豊富な間接互恵性研究の枠組みを使い、相互監視システム
が想定する状況をモデル化しモラル・コードの精緻化を行う。従来の間接互恵性研究は相互監視
システムを取り扱えなかったが、今回、単独観察法を用いた体系的分析によって、完全監視を仮
定しない相互監視システムの分析が可能となった。そこで本研究において、海外共同研究者との
プロジェクトを遂行し、単独観察法を用いた間接互恵性の適応的なモラル・コードの体系的理解、
と相互監視システムの形態に応じた適応的なモラル・コードの精緻化、を行う。 
 
３．研究の方法 
2019(H31)年 8 月から 2020(H32)年 8 月までオーストリアのウィーン経済経営大学(Vienna 
University of Economics and Business) のアルフレッド・タオデス教授 (Alfred Taudes) を
招聘者として現地に滞在し、現地研究者と協働することで研究を遂行した。現地研究者には、
Hannelore De Silva 教授、Jakob Hackel 研究員、Krzysztof Paruch 研究員、Jamsheed Shorish
連携研究員、Michael Zargham 連携研究員、Christian Hilbe グループリーダー（マックスプラ
ンク研究所）、Laula Schmid 研究員(IST)などである。 
 
[課題１] 単独観察法を用いた間接互恵性の適応的なモラル・コードの体系的理解 
課題１では単独観察法によって、完全観察を仮定しない間接互恵性において適応的なモラル・コ
ードの体系的理解を試みた。具体的には、 
(1-1) 行動エラーや評価エラーを想定したパラメータ空間を設定したモデル化を行い、 
(1-2) 主要５規範(Image-scoring, Simple-standing, Stern-judging, Shunning, Staying)を
含む系について、進化的安定性や収束安定性などを解析することで適応的なモラル・コードにつ
いて体系的に理解した。またこれらの成果を論文として発表した。 
 
[課題２] 相互監視システムの形態に応じた適応的なモラル・コードの精緻化 
課題１の成果を踏まえ、現実的な相互監視システムを想定したモラル・コードの精緻化を行った。
具体的には、 
(2-1) 相互監視システムを取り扱うため、監視の程度や規模を変数化したり、複数のモラル・コ
ードの共存した環境を想定したりしたモデル化を行った。 
(2-2) 個体ベースシミュレーションを用いて分析した。これはプレイヤーの集団をコンピュー
タ上に実装し、あるルールに従ってプレイすることで、適応的なモラル・コードを解析する手法
で、解析が困難な系を扱うことができるため適切な手法といえる。 
(2-3) 分析をまとめ、相互監視システムに適応的なモラル・コードについて理論的観点からの精
緻化を行うとともに、成果を論文として発表した。 
 
４．研究成果 
主要な成果は、下記の業績の[13] である。単独観察法を２５６規範に網羅的に適用したことで、
これまでとは明らかにされてきた協力規範の中で、公的観察仮定であったから安定していた規
範や、逆にこれまでは不安定とみなされていたが私的観察仮定では安定する規範の存在を網羅
的に明らかにすることができた。 
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